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視
点
・
論
点
②

イ
ラ
ク
派
兵
反
対
か
ら
空
中
給
油
機
事
故
、Ｐ
Ａ
Ｃ
３
配
備
─
─
名
古
屋
の
闘
い
は
続
く	

山
本
み
は
ぎ

　

昨
年
の
定
点
観
測
（
そ
の
ほ
か
の
名
古
屋
か
ら
の
発
信
記
事
も
）
は
、
四
月
に
名
古

屋
高
裁
で
出
さ
れ
た
、
航
空
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
で
の
活
動
が
憲
法
九
条
違
反
と
い
う
実

質
違
憲
判
決
の
話
題
一
色
で
し
た
。
訴
訟
の
会
・
弁
護
団
は
判
決
後
、
全
国
で
こ
の
判

決
の
意
義
を
広
め
る
た
め
の
学
習
会
・
講
演
会
を
延
べ
三
〇
〇
箇
所
以
上
開
き
、
ま
た
、

首
相
宛
の
判
決
の
意
義
を
生
か
し
、
イ
ラ
ク
か
ら
の
即
時
撤
退
を
求
め
る
署
名
活
動
と

そ
れ
に
続
く
国
会
行
動
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
一
二
月
に
は
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
沖
縄
宮
古
ま
で
の
全
国
の
原
告
・
支
援
者
と
、
同
様
の
訴
訟
を
起
こ
し
た
仲
間
二

〇
〇
人
が
集
ま
り
、
改
め
て
判
決
の
意
義
、
今
後
の
闘
い
を
確
認
し
た
全
国
集
会
を
持

ち
ま
し
た
。
一
二
月
、
航
空
自
衛
隊
は
四
年
間
の
戦
争
加
担
を
終
え
撤
兵
し
ま
し
た
。

今
後
、
会
と
し
て
は
、
報
告
集
の
作
成
な
ど
の
作
業
を
し
つ
つ
、
二
月
に
は
解
散
総
会

を
持
ち
、
会
と
し
て
の
役
割
を
終
え
ま
す
。
こ
の
判
決
は
、
四
年
間
の
全
国
の
イ
ラ
ク

派
兵
反
対
を
と
も
に
闘
っ
た
皆
さ
ん
の
反
戦
の
意
思
の
結
集
で
あ
り
、
協
力
に
感
謝
し

ま
す
。

　

そ
の
派
兵
拠
点
と
な
っ
た
小
牧
基
地
の
機
能
は
更
に
強
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年

二
月
に
は
、
私
た
ち
が
反
対
運
動
を
取
り
組
ん
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
空
中
給
油

輸
送
機
二
機
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
（
実
際
は
、
〇
七
年
度
配
備
が
、
機
体
の
型
式
証
明

の
取
得
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
で
一
年
遅
れ
）。こ
の
、空
中
給
油
機
が
、

一
二
月
一
二
日
、
日
本
海
上
空
で
試
験
飛
行
中
に
給
油
管
が
格
納
で
き
な
く
な
り
岐
阜

基
地
へ
緊
急
着
陸
し
、
そ
の
際
火
災
が
発
生
す
る
と
い
う
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
。
空

中
給
油
機
一
号
機
は
導
入
か
ら
六
日
目
に
翼
の
前
縁
部
に
あ
り
着
陸
時
に
使
う
内
側
ス

ラ
ッ
ト
が
突
然
左
右
同
時
に
下
が
り
、
エ
ン
ジ
ン
の
カ
バ
ー
と
ぶ
つ
か
り
、
両
翼
と
も

双
方
が
壊
れ
飛
行
で
き
な
く
な
る
と
い
う
事
故
も
起
こ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
空
調

機
器
の
不
調
な
ど
が
起
こ
り
、
安
全
性
に
大
き
な
疑
問
の
あ
る
飛
行
機
で
す
。
幸
い
今

回
に
事
故
は
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
航
空
燃
料
を
搭
載
し
た
空
中
給
油
機
が

今
回
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
せ
ば
大
惨
事
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
す
ぐ
に
小
牧
基
地
に
対
し
抗
議
文
を
、
愛
知
県
に
対
し
て
は
質
問
状
を

提
出
し
、
そ
の
責
任
を
追
及
し
ま
し
た
。
県
と
の
話
し
合
い
は
、
一
月
二
二
日
に
行
い

ま
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
、
事
故
原
因
の
追
究
や
再
発
防
止
は
防
衛
省
側
に
あ
る
と
い

う
姿
勢
に
終
始
し
、
設
置
管
理
者
と
し
て
の
責
任
を
と
ろ
う
と
し
な
い
も
の
で
し
た
。

翌
二
三
日
に
、
防
衛
省
は
事
故
原
因
と
改
善
を
発
表
し
、
二
六
日
か
ら
の
飛
行
再
開
を

通
告
し
て
き
ま
し
た
。
配
備
が
１
年
も
遅
れ
、
配
備
後
も
ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
空
中
給
油

輸
送
機
に
、
県
の
担
当
者
も
「
こ
れ
以
上
問
題
を
起
こ
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
い
う
本

音
も
（
だ
と
し
た
ら
、
権
限
が
あ
る
の
だ
か
ら
き
ち
っ
と
も
の
を
言
え
ば
い
い
の
に
）。

今
年
度
末
に
は
予
定
で
は
３
号
機
も
配
備
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
二
月
一
四
日
、
三

年
目
の
「
来
る
な
欠
陥
空
中
給
油
機　

２
・
14
大
行
進
」
を
行
い
、
導
入
反
対
、
撤
去

の
声
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
東
海
地
区
で
焦
点
は
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
、
入
間
・
習
志
野
な
ど
首
都
圏
と
、
浜
松
基
地
に
配
備
さ
れ
た
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
（
新

型
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル
）
が
、
第
四
高
射
群
（
岐
阜
・
白
山
・
饗
庭
野
）
に
配
備

ざ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
に
対
し
も
、
浜
松
（
Ｎ
Ｏ
！
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
会
）・
三
重
（
戦
争
を

し
な
い
・
戦
争
協
力
も
し
な
い
三
重
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）・
岐
阜
（
各
務
原
基
地
へ
の
Ｐ

Ａ
Ｃ
３
の
配
備
の
中
止
を
求
め
る
会
）、
愛
知
（
不
戦
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
四
つ

の
市
民
団
体
で
、「
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル
配
備
に
異
議
あ
り
東
海
交
流
会
」
を
結

成
し
、
連
携
を
し
て
反
対
運
動
に
取
り
組
も
う
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
二
月
七
日

に
は
、
藤
岡
惇
さ
ん
を
講
師
に
講
演
会
を
行
い
、
デ
モ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
岐
阜
基

地
へ
は
、
二
月
に
も
配
備
が
始
ま
る
と
い
う
情
報
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

の
自
主
的
な
活
動
を
行
い
つ
つ
、
緩
や
か
な
連
携
を
持
っ
て
今
後
も
活
動
を
し
て
い
き

た
い
。

（
や
ま
も
と
・
み
は
ぎ
／
不
戦
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）




